
第１０３回安来市議会定例会（令和６年・令和７年）６月定例会議　 資料No.４
令和７年度安来市一般会計補正予算（第１号）

№ 事業等 内容 事業費（千円） 財源内訳 担当課

1
安来スマートインター
チェンジ（仮称）整備事
業（幅杭設計業務）

１． 事業概要
　安来スマートインターチェンジ（仮称）整備事業において、ＮＥＸＣＯ西日本が令和７
年度に予定する本体工事及び附帯工事に係る幅杭設計業務について、令和８年度
までの２箇年にわたる業務期間を予定しており、その期間に併せて令和７年８月から
令和９年３月までを協定期間とした細目協定を締結する必要があることから、令和８
年度における安来市負担金分について債務負担行為を設定するもの。

２． 期間、限度額及び財源内訳
（１）期間　　　  令和８年度
（２）限度額　　 １０，０００千円
（３）財源内訳　 国庫支出金　  ５，２４５千円
　　　　　　　　　　 市債　　　　　　４，７００千円（過疎対策事業債）　
　　　　　　　　　　　一般財源　　　　　 ５５千円
　　　　　　　　　　　※国庫支出金：ＩＣアクセス道路事業補助金　１，５００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：社会資本整備交付金　　　　 ３，７４５千円
３．事業内容
安来スマートインターチェンジ
建設事業負担金（令和８年度）
　スマートＩＣ ３，０００千円
　関連事業　７，０００千円

土木建設課
0854-23-3238債務負担行為

一般国道９号（安来道路）

関連事業
（側道側ＢＯＸカルバート）　対象範囲

スマートＩＣ（北・南）　対象範囲

令和７年度　安来スマートインターチェンジ（仮称）整備事業

総合文化ホール
アルテピア
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№ 事業等 内容 事業費（千円） 財源内訳 担当課

2
Ｊ－ＡLERT受信機等更
新事業

１．事業概要
　国において、防災気象情報の再構築に向け、防災気象情報全体の体系整理と個々
の情報見直し及び受け手側に立った情報の改善が実施される予定であり、これに伴
いＪ-ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）にあっては、今後、地域単位で細分化して情
報を配信できるようにするためのシステム更新を予定されている。
　このシステム更新に対応するため、令和８年度の出水期を目処として機能強化され
た新型受信機へ移行する必要が生じたため、安来市が配備するＪ-ＡＬＥＲＴの受信機
及び操作用端末の更新を行うもの。

２．事業費及び財源内訳
（１）事業費　　　　　　　　　　　７，４１０千円（委託料）
（２）財源内訳　市債　　　　　 ２，７００千円（緊急防災・減災事業債）
　　　　　　　　　　一般財源　　４，７１０千円

３．内容
（１）更新機器
・Ｊ-ＡＬＥＲＴ　受信機　  　　 １台
　　　　　　　   受信機用ＰＣ　２台
（２）スケジュール（予定）
・令和７年６月　発注 
・令和８年３月　機器更新

7,410
市債　２，７００千円（緊急防
災・減災事業債）
一般財源　４，７１０千円

防災課
0854-23-3074
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3
社会福祉施設等整備
事業（地域介護・福祉
空間整備等施設整備）

１． 事業概要
　市内に暮らす高齢者が住み慣れた地域において、安心して生活できる体制の構築
を図るため、高齢者福祉施設の改修にかかる整備費の一部を助成するもの。

２． 事業費及び財源内訳
（１）事業費　　　　　　　　　　　７，７３０千円（補助金）
（２）財源内訳　国庫支出金　７，７３０千円
　　　　　　　　　　※地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金

３．事業内容
（１）内容
　社会福祉法人せんだん会が設置するグループホームバルツガーデン（認知症高齢
者グループホーム）は、施設整備から一定年数が経過し、空調設備の老朽化が進み
必要に応じた改修等を講じる必要があることから、国の交付金を活用して高齢者が
安心・安全に施設を利用できる環境を整備する。
（２）総事業費
　総事業費は８，８００千円（見込み）であるが、国交付金の上限を措置し、差額は社
会福祉法人せんだん会が負担する。
（３）今後のスケジュール
　国の交付金交付決定、その後市の補助金交付決定を経てからの着工となる。工期
は２か月半程度を予定し、完成は１０月下旬となる見込みとしている。

7,730
国庫支出金　７，７３０千円
（地域介護・福祉空間整備
等施設整備交付金）

介護保険課
0854-23-3290
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4
新型コロナウイルスワ
クチン接種事業

１． 事業概要
　予防接種法に基づき、Ｂ類疾病の定期接種として６５歳以上の高齢者等に対し、年
１回接種を行うもの。

２． 事業費及び財源内訳
（１）事業費　　　　　　　　　　２３，５８５千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（報酬、需用費、役務費、委託料、扶助費）
（２）財源内訳　一般財源　２３，５８５千円

３．事業内容
　各医療機関による個別接種を行う。安来市は、予診票（クーポン）の作成、対象者
への送付、接種記録の管理、各医療機関への接種委託料の支払い等を行う。
（１）接種対象者
　６５歳以上の高齢者及び６０歳から６４歳で重症リスクの高い方
（２）接種見込人数
　２，０２５人
　（対象者数約１３，５００人、接種率１５％を見込む）
（３）接種回数、期間
　年１回、秋冬に実施
（４）接種費用
　１回あたり　　　１５，６００円
　自己負担金　　　６，０００円
　市負担　　　　　　９，６００円

23,585 一般財源　　２３，５８５千円
いきいき健康課
0854-23-3220
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5 風しん追加対策事業

１． 事業概要
　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性が対象の風しんの追加的
対策については、令和４年度から令和６年度の３年間実施され、令和６年度末で終了
予定であったが、一部地域においてＭＲワクチンの偏在等が生じ、これにより年度内
に予防接種を受けれなかった方を対象に、特例として接種期間が２年延長されたた
め、接種を行うもの。

２． 事業費及び財源内訳
　（１）事業費　　　　　      　 １，１３３千円
　　　　　　　　　　　　　　　（需用費、役務費、委託料、扶助費）
　（２）財源内訳　一般財源　１，１３３千円

３．事業内容
　各医療機関による個別接種を行う。安来市は、予診票（クーポン券）を作成し対象者
に送付、接種記録の管理と各医療機関に対して接種委託料の支払い等を行う。
（１）接種対象者
　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性のうち、令和７年３月末まで
に抗体検査を受けた結果、抗体価が低かった方
（２）接種見込人数
　１００人
（３）接種回数、期間
　令和９年３月末までに１回
（４）接種費用（※Ａ類疾病のため自己負担なし）
　ア．麻しん風しん混合ワクチン　　１回あたり１０，４９４円
　イ．風しん単独ワクチン　　　　　  １回あたり 　６，３９０円

1,133 一般財源　　１，１３３千円
いきいき健康課
0854-23-3220
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